
東 京 大 学

第 4巻 第 7号 昭和 47年 12月 20日

10月 理学部会合日誌

日 (月 )14:00～ 16:00 理学系研究科委員会

日 (火)14:30～ 16:00 総合計画委員会

日 (木)15:00～ 17:00 主任会議

日 (金)15:00～ 17:00 アイソトープ委員会

日 (水)10:00～ 11130 人事委員会

日 (木)15:30～ 17:00 会計委員会 教務委員会

日 (月 )12:30～ 13:40 学部長と理職の定例交渉

日 (水)14:00～ 16:30 教授会

:1奎;}全
国国立大学理学部長・事務長会議

(於東京工大)

11月 理学部会合日誌

説明の後, 次年度以降の配分方法に関する議論があ

っ た 。

8.教務委員会報告

9.総合計画委員会報告

10.幹事会報告

イ)自己規律に関するアンケー トの結果について

口)総長,部局長選任について

ハ)幹事の交代:10月 末で現幹事の藤日,黒日,寺

山,佐々木教授が任期 (一年)を終えるので,次
期幹事として木村 (俊),田丸,下郡山,宮沢の 4

教授がえらばれた。 (新幹事長は植村教授)

10.その他

イ)(研究目的の)外国出張における旅券の取 り扱

いについて。(こ の件については,「学内広報」No.

174を参照)

口)高校指導要領改訂に伴う入学試験範囲の変更に

ついて

11月 15日 (水)定例教授会 於理 4号館会議室

1.前回議事承認

2.人事異動等報告

3.人事委員会報告

4.教務委員会報告

5.幹事会報告

イ)大学院制度改善に対する理学系の意見について

口)外国人留学生募集の件

ハ)総長制度について

二)教授会前の講演について

定期的でなく,適宜行なう。第一回は情報科

学関係で,12月 または 1月 の予定。

6.その他

日 (水)13:30～ 17:00

日 (月 ) 14:00～ 17:00

日 (水)14:00～ 17:00

日 (金)15:00～ 17:00

日 (月 ) 12:30～ 13:40

日 (月 ) 13:30～ 15:30

教務委員会

理学系研究科委員会

教授会

アイソトープ委員会

学部長と理職の定例交渉

会計委員会

10 月

1.

2.

3.

4.

5.

6。

教 授 会 メ モ

25日 (水)定伊1教授会 於理 4号館会議室

前回議事承認

人事異動等報告

研究生の入学および期間延長について

東京大学理学部規則の一部改正について

人事委員会報告

会計委員会報告 昭和 47年度設備更新費配分案の
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教官人事異動 除 退・体職)

名  教室   異動内容

治 数学  助教授に昇任

三  地物  助手に採用

邦 動物   同 上

式  化学   同 上

二 物理   同 上

篤 生化   同 上

外国人客員研究員

学部長と理職との交渉

定例の交渉が 11月 20日 ,12時半から約 1時間,

理学部会議室で行なわれた。学部側出席者 は小平学部

長,植村評議員,を含め 8名 ,理職側出席者は曾田委員

長を含め 10数名であった。

議題に入る前に理学部新幹事および理職三役の紹介が

あった。続いて,理学部長より,会合中粗野な言葉を使

わないこと,健康上の理由により毎回は出席できない旨

発言があった。理職側は可能な限 り学部長が出席される

よう要望した。

理職側から提出された議題は, 1)交渉において合意

に達した事項の確認のし方, 2)ベ ース・ アップによる

差額支給日, 3)総長および学部長選挙, の3つであっ

ブt。

1)について, 理職側は確認事項を文書にしたいと要

望した。両者検討の結果,重要事項を従来通り理学部広

報に掲載することになった。なお学部側より,理職側の

議題を交渉前に提出して欲しい旨の要望がなされた。

2)理職側より, 差額支給日を早 くするよう働きかけ

て欲しい旨の要望があった。学部長はその旨を本部に伝

えると約した。

3)総長選挙市1度について,理職側より,「総長選挙制

度に関する総長側と三者との協議の会」および三者提案

の内容の説明と,上記の協議の会に対する支持と,三者

提案の内容についての学部の見解を求めた。学部側は総

長を信任している,上記協議会の結論について総長より

諮問を受ければ学部としての意見を報告すると答えた。

学部長選挙について,理職側から,理学部全構成員が

学部長選挙になんらかの形で参加するが望ましいという

見解がだされ,こ れについて議論した。

日召禾口48年度

大学院理学系研究科博士課程

学生選考について

出 願 資 格

1.本学において修士の学

2.葉攣翫末の大学におい

3.:[:貴
重曾:][]:

了した者

発令年月 日

47.10.10

47.10. 1

47.10.10

47.10.16

47.10.2tJ

47.11. 1

国籍 1 氏 名 1 研究期間

理学博士学位授与者

昭和 47年 10月 2日 付授与者

働 学
卜 引 聯 濶

集祗 震

昭和 47年 11月 13日 付授与者

Studies on the Formation and
Retention of Pigment in the
Chromatophores of Bullfrog
Tadpole.(ゥ シガエル幼生の色
素胞における色素の形成 と維持
に関する研究)

ウナギの海水適応 とえらの Na―
KATPァ ーゼ

昭和 47年 10月 20日 付授与者

Fluctuations in the Resistive
Transition in Superconducting
Aluninum Films(超 伝導アル
ミニウム薄膜の抵抗遷移におけ
るゆらぎ)

Observation of the Cerenkov
Radiation from a Plasma.
(プ ラズマからの チャレンコフ
輻射の観測)
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日
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月

月

１暉＜火＞”噸
間期願出

4,弔 1月響号指1き日l■ )

選 考 期 日1是毒閣
課程で

|

合格者発
劃 窃33月

■日 慇年 3月

“

日飲 )

(注)1.その他詳細は,博士課程学生選考要項を参照す

ること。
2.出願期間は,厳守する。指定の期間を過ぎた場

合は,どのような事情があっても,願書は受理し

ない。

理学系研究科

昭和47年度教育職員免許状

一括申請について

標記のことについて一括申請を希望される者は,受付

(窓口)にて免許状授与願を請求の上, 下記により理学

部教務掛宛提出して下さい。

記

1.資  格 (イ )昭和 48年 3月 に卒業と同時に教職

免許状を取得しようとする学部学生

(口 )昭和 48年 3月 に修了と同時に教職

免許状を取得しようとする修士課程

学生

(ハ)上記 (イ )ま たは (口 )に該当するもの

で教職に関する科目を修得しているか,

昭和 48年 3月 までに修得見込の者

2.提出書類 教育職員普通免許状授与願 (昭和 47年

度一括事前審査用)

&轟箭権得撃露瑾曇言[R憮茫裔ξζ曇言言な落奄
た者および修得見込の者は,授与願と同

時に「単位修得証明願」を提出すること

4.申 請 料 免許状 1通につき 100円

5.申請締切 昭和 48年 1月 31日

6.願書には,本籍地の市・区・ 町村長または特別区長

の身元証明を必要としますので,締切日に間に合 う

よう十分注意すること。

お 知 ら せ

(1)1973～ 74年度 アメリカ Smith80ni3■ InSti.

1■tiOnに よる各種研究生の募集について

研究分野:生物学,化石分類学,動物病理学,ア メリ

力芸ai,人類学;考古学,民族学,古生物学,岩石学,

流星学,数学史,科学史,医学史,薬学史,機械および

土木工学史,電気工学史,ア メリカ史 (政治,文化,宇

宙開発)

給 費:① 博士取得者研究コース

②  ドクター・ ―ス

③ 学部および大学院コース

締 切:①,②-1973年 1月 15日

③  -1973年 3月 1日

(2)昭和 48年度オース トリア政府奨学金留学生の

募集について

専攻分野:人文科学,社会科学, 自然科学,お よび美術

応募資格:大学卒業者,年令 36才未満

締 切 日:48年 2月 14日 (水 )

その他,詳細については理学部大学院掛まで照会のこ

と。

漆原義之先生は,昨年秋以来ご健康がすぐれず東京阿

佐谷の河北病院に入院されました。一時は御退院になり

御自宅で療養につとめておられましたが,本年 7月 河1ヒ

病院に再入院され,種々の看護も甲斐なく,11月 4日

午後5時すぎ, 悪性肋膜腫瘍のために, 71才の生涯を

48年 2月 20日 (火 )

21日 (水 )

健康診断21日 (水 )

漆原名誉教授の逝去を悼む
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閉じられました。まことに哀悼の念にたえません。

漆原先生は,明治 34年 5月 14日 ,松山市でお生れ

になり,東京に移られ,早稲田中学,第一高等学校をヘ

て,大正 15年 3月東京帝国大学 理学部化学科を御卒

業になりました。御卒業後直ちに東京大学理学部副手と

して研究と後進の指導に従事されましたが,昭和 2年に

は東京帝国大学助手理学部勤務となり,昭和 8年 5月 に

は助教授に昇任せられました。昭和 20年 11月 1には東

京帝国大学教授合成化学講座担任を命ぜられ, 昭和 21

年 11月 には化学第四講座を担任,昭和 29年 9月 には

有機化学第一講座を担任せられました。 そして昭和 37

年3月 定年をもって御退官になるまで,実に 36年の長

きにわたって,東京大学理学部において,後進の指導と

研究に従事されたのであります。

漆原先生は,本学部の有機化学を,そ してわが国の理

論有機化学を,今 日のような形に育てあげた方だといわ

れています。先生が最初に手がけられた研究は, グルタ

コン酸およびその誘導体の化学でした。正確な実験の結

果,それまでに考えられていた誤を正し,今 日でいうプ

ロトトロピーの概念を確立されました。また,イ ギ リス

留学中に発見されたウンデセン酸への臭化水素の異常付

加も,先生の正確な投術と深い洞察力とがもたらしたも

のでした。これは,やがて,酸素効果へと発展し,有機

化学における遊離基化学の端緒となりました。先生はま

た, 有機化合物の立体構造にも強い興味をお示しにな

り,ス テロイ ド類の化学は合成発情物質へと発展し,こ

れはやがて,わが国における構造有機化学の萌芽となっ

たものであります。カルコン,ケ イ皮酸などの多形につ

いての御興味も,分子の立体構連という面から発展した

ものでした。その上,先生はいわゆる漆原触媒を発明さ

れました。これは非常に簡便につくることがで,ま た性

能もこれまで知られていたラネーニッケルに勝るとも劣

らぬものでありました。

これらの御業績を拝見しても,漆原先生の問下から,

わが国有機化学の広い分野で活躍している人が輩出した

ことが,理由なしとしないことがわかるのであります。

現在でも,理学部化学教室の有機化学では, 4講座が合

同でコロキウムやセミナーを行なっておりますが,これ

は,先生が身をもって示された幅広い人の養成という理

念を,受けついでいこうとする努力の表われ で あ りま

す。

漆原先生は,教育 。研究面だけでなく,本学の行政面

でも多 くの業績を残されました。昭和 28年 8月 より同

年 10月 まで,および昭和 29年 7月 より同年 9月 まで

の 2回にわたって,東京大学大学院化学系研究科の委員

長代理をつとめられた他,数次にわたって東京大学大学

院協議員をおつとめになり,本学新制大学院の態勢づ く

りに御努力になりました。また昭和 36年 4月 には本学

大学院化学系研究科の委員長となり,退官にいたるまで

本学の行政に尽力されたのであります。

漆原先生は,き ちょうめんな方でした。新しい学生が

入って来る前に写真で顔をおぼえてしまうのだとおっし

ゃっていたのをうかがったことがあります。名前を呼ん

で対話のできることが,教師としてのつとめの一つだと

いう御意見もうかがいました。このきちょうめんさが,

先生を化学用語統一の努力へとか りたてたのではなかっ

たでしょうか。有機化合物命名法の訳出とわが国におけ

る命名法の確立には先生は大変な努力を はらわれまし

た。600万を越すといわれる有機化合物の情報整理は,

今日の情報科学の大きな課題の一つになっていますが,

先生はずっと昔から,こ の問題の重要性にお気づきであ

ったに違いありません。

漆原先生は,本学を定年で御退官後,上智大学教授と

して,理工学部の創設に御尽力になりましたが,本年 3

月には,定年をもって御引退になっておりました。上智

大学では,やさしい先生として,若い学生の敬愛をお集

めになったとうかがっております。孫のような学生を前

にして,先生本来のやさしさがでて来たものでありまし

ょう。

まだまだ御健康でいらしゃって,先生のまかれた種が

どのように育っていくかを見守っていただきたかったと

思いますが,今にわかに御他界になり哀惜の念にたえま

せん。謹んで御冥福をお祈 りいたします。

編 集  塩 田 徹 治

理・ 1号館 315号室 電話内線 2866ま たは 3108
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